
エ 模擬授業 「フォッフォ！アイマアイダ！！」 

        ～見て・触れて・感じよう～ 

 鬼北町立好藤保育所 西崎 梓  

１ 登場！ 

「アッサラーマ アレクン。（こんにちは。）」 

「アイ ガゴマ ザルマサンニ ソーホン アラ

ンガ ハンガンガマー。（私が、ザルマ語で話すので

みんな聞いていてね。）」 

と、おそらくニジェールの言葉であろう聞きなれ

ない言語を話しながら、ニジェールの民族衣装に身

を包み、いきなり会場の後ろから登場。一瞬で、会

場をアフリカの村に変えました。 

何かを懸命に伝えようとしている姿に、会場の参加者も想像力をたくましくして、何とか

理解しようと頑張りました。すると、あら不思議！？なんとなく、伝わっているではありま

せんか！？聞いた音を真似て、自己紹介をし、握手をすると、プレゼントをもらえ、お互い

ににっこり笑顔。子どもたちが外国語活動や英語の授業で感じる意味の分からないもどかし

さと、理解できたときの喜びを体験することができました。聞きなれない言葉はニジェール

で使われている言葉の１つ「ザルマ語」でした。 

    【えっ？私！？】      【やった！通じた！】  【プレゼントは何かな？】 

 

２ ニジェール国クイズ 

  実物や映像を用いたニジェール国のクイズ。 

  まず出てきたのは、長～い布。写真のように、本当に長い。これは、モーリタニア製の布

で、上手に巻きつけて洋服になります。一人では、難しそうですが、あっという間に洋服に

なりドレスになりました。 

 

 

 

 

   

 

 
【こ～んなに長い布が…   →  あっという間に… → クルクルっと → 出来上がり！】 



３ ニジェールの紹介・隊員活動の話 

  最初の１か月は現地語に訓練があった。習いたてのフランス

語で現地語のザルマ語を習うので大変だったが、楽しかった。。

フランス語は植民地のときに強いられた言葉なので、現地語を

覚えるほど、ニジェール人に近づけるような気がして嬉しかっ

た。加えて、アメーバ赤痢に細菌性下痢の洗礼も受け、赴任後

２か月で 10kg痩せた。 

  仕事が始まると、知識の未熟さから限界を思い知らされた。

ニジェールでは、子どもたちみんなが幼稚園に行けるわけでは

ない。授業料を払えない家庭の子は通えない。小学校では、１

年生から当たり前のようにフランス語で授業が行われる。各家

庭では、親によって様々な現地語を使っており、両親がフラン

ス語を使わなければ、子どもたちはフランス語を聞き取ったり話したりすることはできない。

そのような中で、幼稚園は小学校の準備機関として位置づけされている。「私は、貧富の差を

広げるためにここに来たのだろうか。」と、自分がここにいる意味が見えなくなったこともあ

った。しかし、ある時、「幼稚園を見に来てほしい。」と声を掛けてくれた先生がいた。行っ

てみると、80人の異年齢の子どもを一人でみていた。自分にはできないと思った。お給料を

払ってもらえないこともある劣悪な環境の中でも、毎日彼女は歌や手遊び、ポエム（詩）の

朗読などを使って、フランス語に慣れ親しめるプログラムを考え、子どもたちを飽きさせず

楽しく授業をしていて、感動した。なのに、この私に「どうしたらいいのか？」と助けを求

めてきてくれた。ただただ、「よく頑張っている。」としか言えなかった。こんな自分に助け

を求めている人がいると思うと「頑張らんと！」という気持ちにどんどん湧いてきて、それ

からは何ができることはないかと探しながら、思いついたことを実行していった。他の職種

の隊員とコラボしてイベントをしたり、とにかく顔を売ろうと手当たり次第に、自転車や乗

り合いタクシーで幼稚園を回ったりして、先生たちと仲良くなれるように心掛けた。ただ、

慣れてくるといろんなことを言ってくる。（あれがほしい、これがない等）喧嘩もたくさんし

て泣いたこともあった。でも、地道に巡回したおかげで協力者も増え、何かしようと行動し

ようとすると、自然と助けてくれるようになった。ニジェール人に感謝の２年半だった。 

 

４ まとめ 

  子どもたちに向けて話をするときにいつも心掛けていることがある。 

① この世に１人しかいない自分、かけがえないの素敵な自分に自信をもって、自分を好き

になってほしい。自分の命を大事に！ 

 ② 世界は広い。清らかなみんなの目で見て、聞いて、感じてほしい。（自分の目で見たもの

を信じて、人に惑わされない。友達が由ことを鵜呑みにしない。あの子はこうだとか、知

りもせずに決めつけない。今日の話も私の一意見。ぜひ自分の目で見てほしい。 

 ③ 度胸があれば何とかなる。やらずよりやって後悔しよう。「イッシアッラー。（神がのぞ

むなら。）」あるがままを受け入れよう。 

 ④ 「学ぶ心」「素直な気持ち」を忘れないで。それを忘れると、いくらいろんなものを見て

も聞いても何も感じなくなってしまう。 

⑤ 努力は自分を助けてくれる。やればやっと程。 

⑥ 『夢や目標をもって生きてみてください』 


